USB汎別人出力ユニットの製作 by 辻, 正晴
－25－
USB汎別人出)Jユニットの製作
第三技術室システム制御技術班 辻正晴
l目的
最近の測定誌のインタ フェースとしては、従来の RS-2担cに代わってus日が事く使われてい
る。そ白理由は、高速データ転送、複数デバイスの接続、プラグ&プレイ機能など優れた点が多い
ことにある。今回の研慢では U日Bイノタ フェ スの基礎技術を倍得し、汎用人山)Jユニットの
製作を試みた。なお、 CPUはP1C1GF877を、 USBコントローラは USHN9Gll1を使用したc
2.US日通信のアーキテクチャ
こむ物理レベルの通信
USB通信は USIlコ/トロ ラlCにより、物理的な2本の信号線 D+.Dの綾聞の差動信号とし
てタイムンェアで転送される 3 また、各線の信号レベルによりパス白状態を識別する。
⑧ンステムレヘルの通信
ホストとデパイス聞の論聞がJなデフォルトパイプによるコントロール転送を使って、コ/フィギ
ュレーショ/を行い、デバイスの使い方の設定情報をホストとデバイス聞でやり取り設定する。
ここではUSB同デノ、イスドライパとして、ホスト側に柏野政弘氏の「汎用 US日ドライハJを、デ
バイス側に後閑析也氏の 基本デバイスプログラムーを使用した。
部アプリケ ショノレベルの通信
US日の論理的な通信は、エンドポイントとパイプの概念で表現され、ホスト側、デノ、イス側とも
エンドポイントと呼ばれる F1FOノ〈ッファが通信の実体となり、このハッファ同士がパイプで接続
されてデータを送受することになる c 必要に応じて複数のパイプを設定できる c
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3プラグ&プレイ
接続された時点で自動的に必要なドライパソフトを起動して使えるようにする機能で、 子順を以
下に示す。
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4 ホスト官'Iのデパイスドラ イパ(汎用 US日ドライパ)
USBをパソコン側から使うには、デバイスを認識し、制御するためのデノ、イスドライパが必要に
ti.る。 ここでは、柏野政弘氏作の 「汎用 USB ドライノ'Jを使用する。 ドライハは3つのモジュー
ルで構成されているo
く) UUSBDBYS ドライパ本体で、実際の USB通信を行う。
② UUSBDJNF デバイスをセットア ップする暗に必要となる情鮒77イル。ベンダ ID、プロダ
クト ID等を追加記述する。 ベノダID=09B9、プロダク ト!日=刷HOの記述例の 部を語、す。
例 %USB￥VIO_09日9&1)ID0040.DeviceDesc%=UUSsD.Dp.杭 USB￥VID_U9sS&PlDs040
例 USB'IVIO_09B9&PID_0010.Dev ò凹De!:>c="U ni ve r~}l 1 USB Driver (Mou開)"
③ UUSsD.DLL アプリケ ショノから USBデバイス ドライパを使うときに使利な APlを提供
するライブラリ。
5 デバイス側のデバイスプログラム(基本デバイスプログラム)
デバイス側にあって、 ホストからの USR通信で白1l-コマンドによひ害するのがデノ〈イスプログラ
ムで、 コンフィギュ レーンョンを実行した後は、各デバイスのパイプを通じてホストと通信し、 iミ
ストからの指示に従った動作をする。 この共通部分をまとめた後関哲也氏作の 「基本デハイスプロ
グラム」をベースに、 デバイ スの機能動作部分だけを斗ーザ一部分として追加 して使用する。
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「基本デパイスプログラム」で定義しているデパイスディスクリプ夕、エノドポイノトの定義の
部分を以下に示す 3
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* 口EVICEDESCRJPl'ER (基本デバイスプロゲラムでのデパイスディスヲリプタの一部).* 
()RG 700H 
DEV DESC 
RETLW DEV DESC SIZE 
RETLW 1 
RETLW 0 
RETLW 1 
RETLW 0 
REl'LW 0 
且E日T、'LW 0 
RI配<:T刊I
RETLW OxB!，) 
9 RETLW OxO仰
0 RETLW Ox1叫
o } RETLW 0伽xO肌
les巳t.hof this del:iCnptor 
DEVICE d.恥 rJptor
l:PCC rev If'vel 
devicf'! cl沌窮鳥
devicE' subdas8 
dpvice prot.ocol 
皿axpackct. Slze 
vf'ndor J 0 = Ox09B9 
product. lD = Qx0040 
EOP DESC (使用するエンドポイy トの定義のー部 )
Pipe 1 
RETLW 
RETLW 
RETLW 
RETlλN 
丘ETLW
RETLW 
RETLW 
6 製作回路
END LF;NGTlI 
ENDI'()IN'l 
Ox2 
1 
Ox40 
0 
OxFF 
l('n~rh of t.h凶 de田 nptor
EN.flPOlNT de錨cnptor
addrο" (OUT) 
attribut，ps (日ULK)
max packet削，e(64) 
】ntf'rval(nu3) 
USBイノターフェース由簡単な応用として、PJCIGF877にUSBコント ロ ラー として USBN9604
を接続し、アナログ情号を l段増幅した後 10ピットの AI円コノパータに取り込む、入出力ユニッ
トを製作 した。 4チャネルの AIDデータは LCDの液品表示器に表小されると共に USB通情でパ
ソコンに送られ、 パソコノ慣uで必要な計算、 グラフ化の後、再びデバイス側に送られ LCDに結果
が表示される c 回路1害弔文献(1)によったa プログラム等は省略する e
7 成果とまとめ
USBデパイスを製作するには US日コノ トローラ、ファームウェア、プラ グ&プレイ、ホスト側
のドライパなど WindυW防が認識するまでの敷居が高いが、この多くは先人がすでに開発し、無慣
で提供されているものもある。これらを使って製作する分には敷居はかな り低くなっているc
今回目研懐では USBの基健技術を学び、簡単な回路製作を試みたこ とにより、計測、制御分野で
のUSBイ/ターフ ェース応用機器の製作が可能となった。
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10回路図
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